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研究成果の概要： 

時間選好率の決定要因を明らかにすることを目的とした本研究プロジェクトでは、実証分析

については、時間選好率アノマリーの検出、双曲割引の負債保有への影響の検出、人口統計要

因と時間選好率の関係の検出、および時間選好率と肥満の相関性の検出を行い、理論分析につ

いては、時間割引率と奢侈財の動学分析、減少的時間選好率のマクロ含意の分析、習慣形成と

時間選好率の関係とそのマクロ含意の分析、および危険回避度と時間選好率の相関に関する学

術知見を得た。 

 
 

交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2006 年度 1,100,000 0 1,100,000 

2007 年度 700,000 210,000 910,000 

2008 年度 700,000 210,000 910,000 

年度    

  年度    

総 計 2,500,000 420,000 2,920,000 

 

 

研究分野：社会科学 

科研費の分科・細目：経済学・理論経済学 

キーワード：①マクロ経済学 ②時間割引率 ③時間選好率 ④双曲割引 

 
１．研究開始当初の背景 

様々な経済現象を動学的な側面から理解

する場合に経済主体の主観的な時間選好率

が決定的に重要な役割を果たすにもかかわ

らず、本研究を開始した平成 17 年度当時、

消費者の時間選好率が実際にどのような要

因に依存し、それが現代の経済問題にどのよ

うに関連しているかは意外なほど明らかに

なっていなかった。 

たとえば実証的には、従来は双曲的時間選

好が観察できるかどうかを問題にするだけ

で、時間選好率の双曲性が実際の消費者行動

に対して説明力を持つかについてはほとん
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ど分析されていなかった。 

理論的な問題としては、減少的時間選好率

や双曲的時間選好率はもともと実証分析か

ら考案されたモデルが、経済成長、国際対外

債務、消費・貯蓄行動といったマクロ経済問

題に対してそれらがどのような含意をもつ

かについて研究が進んでいなかった。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、時間選好率の決定要因を

実証的に分析するとともに、それによって得

られた時間選好率モデルの経済含意を実際

の経済問題に関連づけながら理論的に明ら

かにすることにあった。 

 

３．研究の方法 

時間割引率の決定因の究明については、経

済実験とアンケート調査を利用した。時間選

好率のマクロ経済含意の分析については、実

証研究の結果を反映させながら動学マクロ

モデルを構築し解析的な方法によってこれ

を行った。 

 
４．研究成果 

時間選好率の決定要因を実証的に分析す

るとともに、その経済含意を理論と実証の両

面から明らかにすることを目的とした本研

究プロジェクトでは、（１）時間選好率の決

定因の実証分析と（２）時間割引率の形成と

マクロ含意の理論分析、の両領域で以下の学

術成果を得た。（１）については、時間選好

率アノマリーの検出、双曲割引の負債保有へ

の影響の検出、人口統計要因と時間選好率の

関係の検出、および時間選好率と肥満の相関

性の検出を行った。（２）については、時間

割引率と奢侈財の動学分析、減少的時間選好

率のマクロ含意の分析、習慣形成と時間選好

率の関係とそのマクロ含意の分析、および危

険回避度と時間選好率の相関に関する理論

的考察、の 4 点である。各成果は、学会など

の研究集会で報告され、多くは International 

Economic Review, Japanese Economic 

Review, 金融経済研究、現代ファイナンスな

どの査読付き雑誌に出版された。 

個別研究の具体的な成果についは以下の

通りである。  

 

（１） 時間選好率の決定因の実証分析 

時間選好率の決定因に関して、実証研究を

通じて以下の成果を達成した。 

(１-1) 時間選好率アノマリーの検出：金額

効果、双曲割引、符号効果、危険回避度

と時間割引率の相関などの時間選好率

アノマリーを実験とアンケートによっ

て検出した（晝間・池田(2007)）。その際、

新しい実証方法として、時間割引率を測

るために行った複数の実験・質問に対す

るクロスセクションの回答データを、パ

ネルデータと見なすことによって、選択

条件（金額や期間設定）と選択者属性（以

下の(1-3)）が時間割引率に決定に及ぼす

影響を同時に分析した。 

(１-2) 双曲割引と負債行動：直近の選択に

対応する時間選好率ほど高くなる双曲

割引が消費者の負債保有行動に対して

実際に説明力を持つことを示した（晝

間・池田(2007)、筒井他(2007)）。 

(１-3) 人口統計要因（デモグラフィクス）

と時間選好率：性差や年齢が時間選好率

の水準に有意な影響を与えることを示

した（晝間・池田(2007)）。 

(１-4) 時間選好率と BMI・肥満：時間選

好率とそのアノマリーが人々の体格形

成と肥満度と相関していることを試論

的な分析によって示した（Ikeda et al. 

2009）。同論文は、Social Science Net 

Work (SSRN)のHealth & Economics分

野における直近（アナウンス後 60 日間）



 

 

ダウンロードで top10内にランクされた。 

（２） 時間選好率の理論分析 

(２-1) 奢侈財の動学理論の構成：内生的時

間選好モデルを用いて、奢侈財と

必要財を動学的な観点から定義し、

そのマクロ含意を明らかにした。

この成果を盛り込んだ IER 論文

（Ikeda (2006)）は、文系部局から

の論文としては唯一 2005-2006 年

期における大阪大学トップ 10 論

文の一つとして選ばれた。 

(２-2) 減少的時間選好率のマクロ含意：実

証的により妥当性が高いとされる

減少的時間選好率の含意を、消費

や富の最適経路の動学的性質、財

政政策の効果、経済成長、貨幣的

成長、富の国際間分布といったマ

クロ動学の観点から明らかにした

（Hirose-Ikeda (2008)）。この論文

は、日本経済学会機関誌 JER に

leading article として掲載された。 

(２-3) 習慣形成と時間選好率：時間選好率

の形成と異時点間の資源配分に影

響を与える要因として合理的習慣

形成を取り上げ、そのマクロ含意

を明らかにした（ Ikeda-Gombi 

(2009)、 Ikeda (2009)）。 

(２-4) 危険回避度と時間選好率の相関：選

好上のゆらぎを導入することによ

って、危険回避から誘発される時

間選好率の試論的なモデルを構築

し、その実証上・理論上の含意を

議論した（Ikeda-Tanaka (2009)）。 
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